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メディカル革命 byGMO オンライン診療機能 ガイドライン 

 

１ はじめに 

  このメディカル革命 byGMO オンライン診療機能 ガイドライン（以下「本ガイドライ

ン」といいます。）は、GMO 医療予約技術研究所（以下「当社」といいます。）とご契約頂

き、当社サービス「メディカル革命 byGMO」（以下、「メディカル革命」といいます。）に

おいてオンライン診療をご提供頂く医療機関及び医師の皆様に対し、オンライン診療の

特性をご理解頂き適切に診療を行って頂くことを目的として、当社が定めたガイドライ

ンです。 

  医療機関及び医師の皆様におかれましては、本ガイドラインをお読み頂き、また、厚生

労働省の「オンライン診療の適切な実施に関する指針1」（令和４年１月一部改訂／以下「指

針」といいます。）その他関連法令・指針等を遵守頂いて、適切なサービス提供を行って

頂きますよう、宜しくお願い致します。 

  医療機関及び医師の皆様におかれまして本ガイドライン又は関連法令・指針等を遵守

頂けなかったことによって生じた事象、医療機関及び医師の皆様又は患者が使用する端

末機器の故障やネットワーク環境の不備等当社が提供するシステム以外でオンライン利

用に関して生じた事象、twilio(詳細は後記４（２）①で説明いたします)の不具合から生

じた事象、医療機関及び医師の皆様又は患者がダウンロード・保存された画像・動画その

他の情報の漏洩、診療報酬請求に関して当社が提供するシステムにかかわらず生じた事

象、処方せんや診療報酬明細書など当社が提供するシステムを経由せず患者に交付／発

送された書類に関して生じた事象につきましては、当社は責めを負うことができかねま

すので、予めご了承ください。 

 

２ オンライン診療について 

  オンライン診療とは、遠隔医療のうち、医師－患者間において、情報通信機器を通して、

患者の診察及び診断を行い診断結果の伝達や処方等の診療行為をリアルタイムにより行

う行為をいいます。 

  オンライン診療においては、対面診療に比べて得られる患者の心身の状態に関する情

報が限定されるため、診療行為には限界があり、また、情報通信機器を通した行為である

ことに伴うリスクもあります。 

  医師の皆様におかれましては、このような限界やリスクを十分に認識頂き、本ガイドラ

インの遵守事項を遵守頂いたうえで、適切にオンライン診療を行ってください。 

 

３ オンライン診療の提供に関する遵守事項 

                                                      

1 https://www.mhlw.go.jp/content/000889114.pdf 

https://www.mhlw.go.jp/content/000889114.pdf
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（１） 医師と患者との合意 

オンライン診療は、患者からの求めがあり、実施について医師と患者の間で合意が

ある場合にのみ実施されるものです。 

そのため医師の皆様におかれましては、 

① 患者がオンライン診療を希望する旨を明示的に確認頂き、 

② 後記３－（３）の「診療計画」を含む内容について合意し、 

③ 医学的な観点からオンライン診療の実施が適切であると判断される場合に限り、 

④ 以下の点を患者に説明のうえ、オンライン診療を実施するようにしてください。 

 触診等を行うことができない等の理由によりオンライン診療で得られる情

報は限られていることから、対面診療を組み合わせる必要があること 

 オンライン診療を実施する都度その可否を判断し、オンライン診療の実施

が適切でないと判断した場合は速やかに適切な対面診療につなげること 

 後記３－（３）の「診療計画」に含まれる事項 

 映像や音声等の保存の要否や保存端末等について 

 

（２） 適用対象 

〇初診：「かかりつけの医師」が行うことが原則 

【例外】 

－医学的情報が十分把握でき、患者の症状と合わせて医師が可能と判断した場合 

※ 一般社団法人日本医学会連合の「オンライン診療の初診に関する提言2」（以

下「日本医学会連合提言」といいます。）に「オンライン診療の初診に適さ

ない症状」として、症状の系統ごとに、緊急性／情報量や対応手段の問題で

オンライン診療の初診に適さないものが挙げられておりますのでご参照く

ださい。 

※ オンライン診療可能と判断した根拠となる医学的情報については診療録に

記載頂く必要があります。 

 －かかりつけの医師がいない、オンライン診療を行っていない、診療時間外であ 

る等の場合であって、診療前相談を経た場合 

※ 診療前相談については、結果としてオンライン診療が行えない可能性があ

ることや費用等をＨＰ等で示し、予め患者に周知する必要があります。 

 

〇急病急変患者：対面診療を行うことが原則です。 

 

〇在宅診療：在宅療養支援診療所が連携して地域で対応する仕組みが構築されてい

                                                      

2 https://www.jmsf.or.jp/uploads/media/2021/06/20210603172150.pdf 

https://www.jmsf.or.jp/uploads/media/2021/06/20210603172150.pdf
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る場合や複数の診療科の医師がチームで診療を行う場合などにおいて、特定の複

数医師が関与することについて「診療計画」で明示し、いずれかの医師が直接の

対面診療を行っている場合は、「診療計画」上氏名が記載された医師が交代でオン

ライン診療を行うことができます。（「診療計画」上氏名が記載されていない医師

が代診する場合は患者の同意を得て頂き、十分な引継ぎを受けて行ってください。 

 

〇例外的対応が許容され得るもの 

 禁煙外来 

 緊急避妊 

 

（３） 診療計画 

〇オンライン診療前に直接の対面診療を行う場合 

－次の事項を含む「診療計画」を定め、２年間保存する 

 オンライン診療で行う具体的な診療内容 

 オンライン診療と対面診療、検査の組み合わせに関する事項 

 診療時間に関する事項 

 オンライン診療を行わないと判断する条件と、条件に該当した場合は対面

診療に切り替える旨（通信環境の障害により実施できない場合を含む） 

 得られる情報が限られることをふまえ患者が診察に積極的に協力する必要

がある旨 

 急病急変時の対応方針（急変が想定され、自ら対応が難しい場合、対応で

きる医療機関との事前の連携も必要です。） 

 複数医師が対応する予定がある場合はそれぞれの氏名及びどのような場合

にどの医師がオンライン診療を行うかの明示 

 セキュリティリスクに関する責任の範囲及びとぎれがないこと等の明示 

〇初診からオンライン診療を行う場合 

 －診察の後にその後の方針（次回の診察の日時・方法、症状の増悪があった場合 

の対面診療の受診先等）を説明する 

 

（４） 本人確認 

〇医師：HPKI カード（医師資格証）や医師免許証の提示など、医師の皆様が医師免 

許を保有していることを患者が確認できる環境を整える必要があります。 

〇患者：健康保険証の提示のほか、顔写真付きの身分証明書を提示して頂くこと、 

顔写真付きの身分証明書が無い場合は２つ以上の本人確認書類を提示して頂くこ 

とが推奨されます。 

※ ２度目以降の診療時など当然に本人であると認識できる状況にある場合は
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都度確認頂く必要はありません。 

※ 初診でオンライン診療を用いる場合で顔写真付きの身分証明書を有しない

場合は、２種類以上の身分証明書を用いて本人確認を行う必要があります。 

 

（５） 薬剤の処方・管理 

〇初診からオンライン診療を行う場合でも処方は可能 

但し、日本医学会連合提言の「オンライン診療の初診での投与について十分な検 

討が必要な薬剤」等関係学会のガイドラインを参考にして頂く必要があります。

〇初診時に行ってはならないこと 

・麻薬及び向精神薬の処方 

・基礎疾患等の情報が把握できていない患者に対する診療報酬における薬剤管理 

指導料「１」の対象となる薬剤／８日分以上の処方 

〇留意点 

 重篤な副作用が発現するおそれのある医薬品の場合、特に慎重に処方を行

うと共に事後の服薬状況の把握などの管理も徹底頂く必要があります。 

 患者に対し現在服薬している医薬品を正確に確認頂く必要があります。 

 医薬品の転売・不適正使用が疑われるような場合にオンライン診療のみで

患者の状態を十分評価せず処方したり、勃起不全治療薬等の医薬品を、禁忌

確認に十分な情報が得られていないにもかかわらずオンライン診療のみで

処方したりすることのないようご留意ください。 

 

（６） 診察方法 

〇患者の状態について十分な情報が得られないと判断した場合：速やかに対面診療 

に切り替えてください。 

〇リアルタイムの視覚及び聴覚の情報を含む情報通信手段により行い、文字、写真 

及び録画動画のみのやり取りで完結することはないようにしてください。 

〇同時に複数の患者のオンライン診療を行うことはできません。 

〇他の医療従事者等が同席する場合、都度患者に説明し、同意を得て下さい。 

 

（７） 報酬請求 

〇メディカル革命上での診療費のクレジットカード決済のご利用に当たっては、GMO 

イプシロン株式会社の決済代行サービスをご契約頂く必要があります。 

 

４ オンライン診療の提供体制に関する事項 

（１） 医師／患者の所在 

〇医師の所在 
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 オンライン診療を行う医師は、医療機関に所属し、その所属を明らかにする必

要があります。 

 患者の急病急変時に適切に対応するため、患者が速やかにアクセスできる医

療機関において直接の対面診療を行える体制を整えておく必要があります。 

 オンライン診療を行う際は、緊急やむを得ない場合を除き、患者の診療録を確

認しながら診療する等、医療機関に居る場合と同等程度に患者の心身の状態

に関する情報を得られる体制が必要となります。 

〇患者の所在 

 患者がオンライン診療を受ける場所は、対面診療と同程度に、清潔かつ安全で

ある必要があります。 

〇医師及び患者の所在 

 プライバシーが保たれるよう、医師及び患者が物理的に外部から隔離される

空間においてオンライン診療を行う必要があります。 

 

（２） 通信環境 

① ご留意頂く事項 

 オンライン診療前に直接の対面診療を行う場合、患者に対してメディカル革命

を使用することを示し、それに伴うセキュリティリスク等と対策および責任の

所在について患者に説明し、合意を得てください。 

 オンライン診療の際には、以下についてご留意ください。 

 医師側は、患者側がメディカル革命にログインしていることを確認してか

ら通話を繋げることを徹底してください。 

 プライバシーが保たれるように、患者側、医師側ともに録音、録画、撮影

を同意なしに行うことがないことを確認してください。 

 医師がいる空間に診療に関わっていない者がいないこと、また、患者がい

る空間に第三者（患者の家族等、医師及び患者が同意している者を除きま

す）がいないことを確認してください。 

 医師の本人確認に必要な情報（顔写真付きの身分証明書及び医籍登録年）

を掲載してください。 

 メディカル革命では、ビデオチャット機能を使用するために twilio というサ

ービスを使用します。 

 Twilio とは、音声通話、メッセージング（SMS/チャット）、E メールなど

の様々なコミュニケーションチャネルを、API で簡単便利にアプリケーシ

ョンやオンラインビジネスに組み込むことが可能なサービスであり、世界

で 25万以上もの組織・企業で利用されています。 

詳細は、以下をご参照ください。 
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 https://www.twilio.com/ 

 セキュリティ対策のため、チャット機能やダウンロード機能を使用する場合は、

以下についてご留意ください。 

 チャット機能やダウンロード機能を使用する場合、医師側からその方法に

ついて事前に患者側に指示してください。 

 ダウンロード機能を使用する場合は、事前にダウンロードファイルのウイ

ルススキャンが可能なシステムを導入してください。 

 チャット機能において、外部サイトの URL を添付しないでください。 

 OS やソフトウェア等のアップデート、セキュリティソフトのインストール、多

要素認証の使用等を通じてセキュリティ対策を行ってください。 

 以下について、医師の皆様におかれましてもご確認ください。 

 メディカル革命が「オンライン診療の適切な実施に関する指針」等に記載

されている要件を満たしていることを確認してください。 

 メディカル革命を通じて PHR（患者が保持する電子カルテ）を診察に活用

する場合には、当該 PHR を管理する事業者との間で当該 PHR の安全管理に

関する事項を確認してください。 

 その他、厚生労働省の「医療情報安全管理関連ガイドライン」及び「医療情報

を取り扱う情報システム・サービスの提供事業者における安全管理ガイドライ

ン」に沿った対策を行ってください。特に以下についてご留意ください。 

 医師個人所有端末の業務利用（BYOD）については、原則禁止されています。 

② 私たちが行う対策 

メディカル革命は、医療情報システムに影響を及ぼし得るため、当社は以下の対策

を講じます。 

〇セキュリティ・プライバシー対策 

 不正アクセス防止やなりすましを防止する措置を講ずるとともに、患

者が医師の本人確認を行えるように、顔写真付きの身分証明書と医籍

登録年を確認できる機能を備えています。 

 アクセス権限の管理を行います。 

 アクセスログの保全措置を講じます。 

 端末へのウィルス対策ソフトの導入、OS・ソフトウェアのアップデート

の実施を定期的に促す運用をしています。 

 医療情報を保存するシステムへの不正侵入防止対応措置を講じます。 

 信頼性の高い機関によって発行されたサーバー証明書を用いて、通信

の暗号化（TLS1.2 以上）を実施します。 

 医療情報システム以外のシステムに、患者個人のデータを蓄積しません。 

 蓄積された医療情報については、「医療情報安全管理関連ガイドライン」

https://www.twilio.com/
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及び「医療情報を取り扱う情報システム・サービスの提供事業者におけ

る安全管理ガイドライン」に基づいたシステムとして運用管理していま

す。 

〇利用端末等 

 使用するドメインの不適切な移管や再利用が行われないようにしてい

ます。 

〇その他 

 法的に保存義務のある医療情報を保存するサーバーは、国内に設置して

います。 

③ 患者に実施を求めて頂くべき事項 

 使用するシステムに伴うリスクの把握すること。 

 使用するアプリケーション、OS のアップデートの確認すること。 

 ビデオ通話を録音、録画、撮影をしないこと。 

 医師のアカウント等の情報を診療に関わりのない第三者に提供しないこと。 

 医師との通信中は、第三者を参加させないこと。 

 医師の指示がない限り、チャット機能の利用やファイルの送付などは行わない

こと。 

 

５ その他 

（１） 保険診療における留意点 

〇オンライン診療料を算定するために必要なオンライン診療料の施設基準に係る厚

生労働省への届出は、各自でご対応ください。 

〇オンライン診療料を算定するためには、以下についてご留意ください。 

 診療内容、診療日及び診療時間等の要点を診療録に記載してください。 

 保険医療機関外で実施する場合、事後的に確認可能な場所で診療してくださ

い。 

 患者の急変時は、診察した医師の所属する医療機関で対応を行い、対応できな

い場合には受信可能な医療機関を患者に説明したうえで診療録に以下につい

て記載してください。 

－かかりつけ医師がいる場合：当該医師が所属する医療機関名 

－かかりつけ医師がいない場合：対面診療が不可能な理由、紹介先の医療機関 

名、紹介方法及び患者の同意 

 保険医療機関が対面診療を提供できる体制又は他の医療機関と連携して対応

できる体制で診察してください。 

 当該診療が上記３（２）に照らし適切な診療であること及び当該処方が３（５）

に照らし適切な処方であることを診療録および診療報酬明細書の摘要欄に記
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載してください。 

（２） 研修 

医師の皆様におかれましては、オンライン診療を実施するにあたり、厚生労働省が

指定する研修を受講頂く必要があります。 

https://telemed-training.jp/entry 

 

以上 

 

https://telemed-training.jp/entry

